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＜あらまし＞ 特定領域に強い教育設計専門家を養成する研究の集大成として、最終

段階で行う高等教育機関向け上級 IDワークショップを構想した。その参加要件を洗い

出したところ、関連プロジェクトの成果を前提条件として組み合わせて体系化できる

見通しが立った。最後に、今後の発展の可能性と方向性について述べた。 
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1. はじめに 
高等教育機関における教育の質向上への関心

が高まっており、FD の義務化に伴い大学教育機
能向上の専門家が配置されるケースも増えてい
る。一方で、FD 活動が外部講師を招聘して行わ
れるイベント的な講演会に留まっているケース
も多く、授業の改善に結実しにくいという指摘が
ある。また、FD 活動のターゲットがシラバスの
書き方や優秀教員の表彰、あるいは相互授業参観
や授業カウンセリングなどパターン化される傾
向にあり、設計よりも実施技術に重点が置かれが
ちで、新しい発想が生まれにくいとの指摘もある。 

本学会では、学会主導の特別委員会活動として
企画・実施した「大学教員のための FD 研修会(ワ
ークショップ)」が SIG01 大学教育 FD と SIG07ID

の活動として引き継がれ、教育工学選書にその成
果が紹介されている（松田ほか 2017）。さらに、
セミナーにおけるグループ活動を支援するファ
シリテータの養成と認定や、事後課題レポートの
添削者の養成と認定など、重層的な広がりを見せ
ており、体系化が進んでいる（高橋ほか 2018）。
また、熊本大学教授システム学研究センターでは、
文科省教育系大学間共同利用拠点「教授システム
学に基づく大学教員の教育実践力開発拠点」とし
て、次世代の大学を創造することを目指したオン
ライン教材「教育改善スキル修得オンラインプロ
グラム（科目デザイン編）」の無料版・有料版の
提供を開始した（鈴木ほか 2019）。 

上記の関連プログラムの延長線上に位置づく
高い専門性を前提として、特定領域に強い教育設
計専門家の養成に取り組んでいる（鈴木・平岡
2017；鈴木ほか 2018）。本発表では、その集大成
として、高等教育機関向けワークショップを構想
した概要と関連プログラムとの連携の可能性に
ついて報告する。 

 

2. 上級ワークショップの概要 
表１に大学版上級 ID ワークショップの概要を

示す。このワークショップでは、本学会の FD セ
ミナーのように自分自身の授業改善を目的とせ

ず、同僚などの授業改善を支援できる専門家の養
成を目指している。したがって、ワークショップ
参加の条件として、自分以外の同僚などの授業に
ついてのヒアリングを完了し、その改善提案の素
案を持参することを求めることになる。 

ワークショップでは互いに持ち寄った改善提
案（素案）を共有し、改善提案の完成度を高めて
持ち帰ることを目的とする。そのためには、「ID

モデルではこうだからこうしてはどうか」とか
「目標と評価方法が合致していないので修正す
べきだ」という類の教科書的な提案ではなく、互
いが持ち寄ったヒアリング結果を解釈し、担当教 

 

表１：上級 ID ワークショップの概要 

目的：同僚など自分以外の授業改善提案を完成さ
せ持ち帰り、どの程度受け入れてもらえたかにつ
いての事後報告書をまとめること。改善提案を同
僚などに全面的に受け入れてもらうことを合格
の条件にはしないが、関係が悪化せずにまた提案
をさせてもらえる程度に維持することを求める。 

参加要件（前提）： 

１）同僚などにヒアリングし、科目担当教員とし
ての思いや願いを聞き取った結果を所定のフ
ォーマットでまとめてあること。 

２）次世代の大学を実現するために求められてい
る改善の方向性についての基礎知識を有し、
それを踏まえた改善提案の素案をまとめてあ
ること。 

３）互いに持ち寄る改善提案がどの程度効果的な
ものかを見定めて、改善案の完成度や受け入
れやすさを高めるための提案を創出するのに
必要な ID の基礎知識を有していること。 

方法：事前・事後課題レポート付対面研修（1 日
間）で、ペアワークとグループと全体への報告を
組み合わせて行う。講師陣がアドバイスしなくて
も参加者相互の意見をまとめることで満足でき
る提案を持ち帰ることができることを目指して
研修方法を洗練させるが、必要に応じて講師から
の全体アドバイスで参加者全員の納得度を高め
るように工夫する。 
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員の思いに寄り添う必要がある。実現可能で効果
が期待できる改善案を「こういう授業がやりたか
ったんです」と言ってもらえる確率を高めた形で
持ち帰るための支援を互いに試みなければなら
ない。担当者が何を教えたいと思っているのかを
理解・共感していることを伝え、その共通理解の
上で、担当者が望む授業を担当者の考えが及ばな
かったレベルで提案する能力を備える必要があ
る（鈴木ほか 2018）。デザインの目的は、顧客も
デザイナー自身も最初は完全に想像しえなかっ
た何か（an expected unexpected outcome）がデザ
イン過程で生み出されること（鈴木・根本 2016）
にあるならば、上級 ID ワークショップではそれ
を現実に生起させる必要がある。 

したがって、参加者に求められる参加条件は厳
格なものになり、またワークショップまでの準備
にも時間を要することとなる。それに加えて、事
後にも科目担当教員とのセッションを持ち、その
結果をまとめた事後報告書の内容を吟味し、認定
の判断をすることになるだろう。 

 

3. 参加要件と関連プログラムとの連携 
表１に掲げたワークショップ参加要件１）につ

いては、本研究のオリジナルであり関連プログラ
ムの活用はできない。これまでの研究実績（鈴木
ほか 2018）を踏まえて改訂中のヒアリング項目
とチェックリストなどを事前に提供し、参加者は
それらに従って各自で同僚にヒアリングしてそ
の結果をまとめることになる。ヒアリングは２回
実施し、初回で聞き取った科目の概要と担当者の
思いをいったん整理し、補足的質問のための時間
をもう一度確保する。それらに基づいて改善案の
素案を作成することになるが、そのプロセスを支
援するためのフォーマットをワークショップ開
催に向けて準備中である。 

参加要件２）については、熊本大学が公開を開
始した「教育改善スキル修得オンラインプログラ
ム（科目デザイン編）」の無料版を学ぶことで満
たすことができる。この講座は次世代の大学の創
造を担う教員の育成を視野に入れたもので、自ら
学ぶ学生と教えない教員を柱に据え、学生向けの
テキスト（鈴木・美馬 2018）を採用している。
無料版では掲示板への投稿や添削指導は受けら
れないが、授業方法・評価方法・学習目標の３観
点でのデザイン提案の概要と例示が閲覧でき、理
解を確認するためのクイズにも挑戦できる。無料
版でも学習状況証明書が発行されるので、それを
提出してもらうことで要件２）が確認できる。 

参加要件３）については、本学会の FD セミナ
ー認定添削者の有資格であれば問題ないだろう。
認定添削者になる要件として認定ファシリテー
タと参加者としての修了証が必要なので、自分の
授業の改善を ID の視点で試みた経験に加えて、
他者の改善に寄り添い評価した経験が備わって
いることになる。 

類似の試みとして、日本医療教授システム学会
が定めている医療学習デザイナー資格（三好
2018）など、同等の経験や能力を有することが確

認できれば要件３）を満たしたと判定できる。そ
の他にも、基礎資格の認定者以外で参加を希望す
る人が受験できるオンラインテストを用意する
可能性も検討してもよいかもしれない。 

 

4. おわりに 
 本稿では、特定領域に強い教育設計専門家を養
成する研究の集大成として、最終段階で行う高等
教育機関向け上級 ID ワークショップの構想を述
べた。その参加要件を洗い出したところ、関連プ
ロジェクトの成果を前提条件として組み合わせ
て体系化できる見通しが立ったことも報告した。 
本年度中に予定されている上級 ID ワークショ

ップでこの計画が一定の成果を上げることがで
きれば、一般に公開し、履修証明制度に組み込む
ことを目指していく。科研費による研究成果を活
用して文科省教育系大学間共同利用拠点として
の役割を拡充することにつなげていく。 

さらに、大学版だけでなく、企業の人材育成担
当者も交えて実施してきた熊本大学公開講座「イ
ンストラクショナルデザイン（入門編・応用編）
に加えて、熊本経済同友会向けに施行を重ねてき
た企業向け上流工程を含む ID ワークショップと
も連携を図り、対象者を広げてメニューを充実さ
せていきたいと考えている。 
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